
 

５ 安

 

問１５

 

廃棄

るべき

す者へ

ール活

パトロ

による

安心・安全へ

５ 廃棄物の

村は何をす

棄物の不法投

きかを尋ねた

への分別回収

活動、特に夜

ロール活動」

る、廃棄物の

への取組 

の不法投棄や

するべきです

投棄や過剰保

たところ、

収の徹底など

夜間・休日の

が 44.0％、

の発生抑制対

や過剰保管の

すか。（回答

保管の防止、

「廃棄物の不

ど、対策の強

の強化」が5

、「リサイク

対策」が32
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の防止、適正

答は３つまで

、適正な処理

不法投棄に対

強化」が 60

53.3％、「住民

クル技術の開

2.7％などと

正な処理の推

で） 

理の推進のた

対する罰則の

0.5％、「県

民やＮＰＯ

開発支援、希

なっている

推進のため

ために、県や

の強化や分別

・市町村によ

との連携、

希少金属の回

。 

には、県や

や市町村は何

別せずにごみ

よる監視・パ

協力による

回収態勢構築

市町

何をす

みを出

パトロ

る監視・

築など



 

（廃棄

べきか

 

 

 

「廃

底など

と半数

また

方で、

ら、規

などの

本県

を図っ

棄物の不法投

か（時系列比較

廃棄物の不法

ど、対策の強

数以上の人が

た、前回調査

“監視・パ

規制行政だけ

の取組も期待

県としても規

っていきます

投棄や過剰保

較）） 

法投棄に対す

強化」、「県・

が回答してい

査と比較して

パトロールの

けでなく、不

待されている

規制行政だけ

す。 

保管の防止、

する罰則の

市町村によ

います。 

て、“罰則の

の強化”をす

不法投棄の未

ることがうか

けでなく、パ
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適正な処理

強化や分別

よる監視・パ

の強化”をす

するべきであ

未然防止を目

かがえます。

パトロール活

理の推進のた

別せずにごみ

パトロール活

するべきと回

あると回答し

目的とした住

。 

活動の実施な

ために、県や市

みを出す者へ

活動、特に夜

回答した人が

した人が増加

住民や行政に

など、より一

（環境部資

市町村は何

への分別回収

夜間・休日の

が減少してい

加している

によるパト

一層の取組の

資源循環推進

何をする

 

収の徹

の強化」

いる一

ことか

ロール

の推進

進課）



 

６ 自

 

問１６

 

希少

滅の危

植物の

動植物

自然、水辺と

６ 県内の野

性があるよ

 あなたは

ように思い

少な野生動植

危険度に応じ

の保護を積極

物を保護すべ

とのふれあい

野生動植物に

ようなものが

は、これら希

いますか。（

植物の保護や

じ、段階的に

極的に図り、

べきとは思わ

い 

には、絶滅の

がおり、生物

希少な野生動

（回答は１つ

や生物多様性

に保護を図る

、生物多様性

わない」が

30 

の危機に瀕

物多様性が脅

動植物の保護

つ） 

性の保全につ

るべきであ

性の保全を

2.5％となっ

しているもの

脅かされて

護や生物多様

ついて、どう

る」が 53.7

図るべきで

っている。

のや、将来的

います。 

様性の保全

う思うかを尋

7％、「すべて

ある」が 3

的に絶滅の

全について、

尋ねたところ

ての希少な野

39.7％、「希少

可能

どの

ろ、「絶

野生動

少野生



 

（希少

 

全体

おり、

保全を

 この

ワーク

に実施

 

 

 

 

少な野生生物

体の半数以上

全体の約４

を図るべきで

のため、レッ

クの形成によ

施していくこ

物の保護や生

上は「絶滅の

４割は「すべ

である」と回

ッドデータブ

よる生息・生

ことが必要と

生物多様性の

の危険度に応

べての希少な

回答していま

ブックによる

生育環境の保

と考えていま
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の保全につい

応じ、段階的

な野生動植物

ます。 

る希少動植物

保全など、生

ます。 

いて（時系

的に保護を図

物の保護を積

物に関する情

生物多様性の

列比較）） 

図るべきであ

積極的に図

情報の周知や

の保全のため

（環境

ある」と回答

り、生物多様

や、生態系ネ

めの施策を効

境部自然環境

 

答して

様性の

ネット

効果的

境課）



 

 

問１７

 

外来

おり、

の生活

ること

７ 外来種と

いない野生

放たれたも

 こうした

来種について

野外へのむ

活において意

とを悪いこと

とは、アライ

生動植物が、

ものをいいま

た外来種につ

てどのように

むやみな放逐

意識したこと

とと思わない

イグマやオオ

、人間活動に

ます。 

ついて、あな

に考えている

逐や植栽な

とはない」が

い」が6.0％
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オキンケイギ

によって海外

なたはどのよ

るかを尋ね

どは避けるべ

が 13.6％、

％などとなっ

ギクなど、本

外もしくは県

ように考えて

たところ、

べきである

「外来種につ

っている。

本来は国内

県外から持

ていますか。

「外来種によ

」が 76.7％

ついて知って

もしくは県

ち込まれ野

か。（回答は１

よる影響を感

％、「外来種

ているが、存

県内に

野外に

１つ） 

感じて

を普段

存在す



 

（外来

 

 

 

 全体

植栽な

いこと

したこ

 本県

の保全

 

 

 

来種について

体では 75％

などは避ける

とがうかがえ

ことはない」

県で定める公

全意識のより

てどのように考

％以上の人が

るべきである

えます。その

と回答して

公表種の分布

り一層の高揚

考えているか

が「外来種に

る」と回答し

の一方で、１

ています。

布状況や生態

揚を図ってい
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か（時系列比較

による影響を

しており、外

１割以上の人

態系への影響

いくことが重

較）） 

を感じており

外来種の影響

人が「外来種

響等の情報

重要である

り、野外への

響を身近に感

種を普段の生

について周

と考えてい

（環境

のむやみな放

感じている人

生活において

周知し、生物多

います。 

境部自然環境

 

放逐や

人が多

て意識

多様性

境課）



 

 

問１８

 

水と

に配慮

をきれ

学習を

りやす

 海などの水

水と親しむ機

 水と親しむ

と親しむ機会

慮した河川整

れいにするた

を充実する」

すく紹介する

水質が改善され

機会が減少して

む機会を増やす

会を増やすた

整備など、水

ため、規制を

が 17.7％、

る」が11.7%

れないことや

ています。 

すために県は

ために県は何

水と親しむこ

を強化する」

、「海、川が

%などとなっ
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や、親水空間の

は何をするべき

何をするべ

ことができ

」が 23.5％

がどうなって

っている。

の減少など水を

きですか。（回

きかを尋ね

る公共事業

％、「海、川を

ているかをい

を取り巻く環境

回答は１つ） 

ねたところ、

を行う」が

を大事にする

いろいろな指

環境の変化に伴

「水辺の自然

が 44.0％、「海

るよう啓発や

指標も用い

伴い、

 

然環境

海、川

や環境

てわか



 

（水と親

 

 

 

 全体

きる公

化する

と回答

 こう

どの水

考えて

 

 

 

 

親しむ機会を

体の４割以上

公共事業を行

る」と回答し

答した人も約

うしたことか

水辺の環境整

ています。 

を増やすため

上の人が「水

行う」と回答

しています。

約２割います

から、河川や

整備」や啓発

めに県は何を

水辺の自然環

答しており、

また、「海

す。 

や海域の水質

発など水と親
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をするべきか

環境に配慮し

、約２割が

海、川を大事

質を改善す

親しむ場所や

か（時系列比

した河川整備

「海、川をき

事にするよう

するための規

や機会を増や

比較）） 

備など、水と

きれいにする

啓発や環境

規制のみなら

やす取組を進

（環境部

と親しむこ

るため、規制

境学習を充実

らず、「河川整

進めていきた

部水地盤環境

 

とがで

制を強

実する」

整備な

たいと

境課）


